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会社名 株式会社アークエッジ・スペース

設立年月日 2018年7月18日

所在地
東京都江東区有明一丁目３番３３号

ドーム有明ヘッドクォーター

資本金
27億円（資本準備金含む）

※なお、政府等からの受注・採択総額は累計200億円超

メンバー数
約140名（2024年10月時点）

※役員・非常勤社員等含む。フルタイムの正社員数は80名

主な事業

● 超小型衛星の設計・開発及び運用サービス
の提供

● 超小型衛星によるコンステレーション構築
● 超小型衛星関連のコンポーネント・ソフト

ウェアの提供
● 衛星管制用地上局の運用サービスの提供
● 教育・コンサルティング業務 など

〈主要な取り組み〉

● 超小型衛星の量産化・コンステレーション構築

○ 国産の超小型衛星バスや、ADCS（姿勢決定制御サ

ブシステム）のコア技術を保有

○ 2024年以降の６U衛星打上げ（7機）を

皮切りに、年数十機の国内量産を本格化

● 幅広いミッションへの対応

○ 海洋通信、海洋観測（衛星VDES等）

○ IoTデータ収集

○ 次世代通信インフラ（光通信）

○ リモートセンシング（GHGモニタリング、

海洋汚染モニタリング、水資源管理等）

○ 低軌道測位システム（LEO-PNT）

○ 月通信・月測位システム

○ 深宇宙探査
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アークエッジ・スペースについて



高度なシステム設計開発能力

月・深宇宙向けの先端的な探査機開発から地球周回のコンステレーションまで、多様なミッショ

ンにおけるシステム設計開発の経験をもとにさらなる設計開発・提案能力を追及。

月・深宇宙の先端的な技術 地球ビジネスへの応用

高度な軌道制御 軽量化・小型化
過酷な環境への対応

(熱・放射線・電力)

超小型探査機 EQUULEUS

〇地球-月圏における軌道制御技術の実
証を行ったJAXA・東京大学共同開発
の探査機。

〇創業エンジニアが東大在籍時に開発に
参画。当社は運用に参画。

〇第6回宇宙開発利用大賞選考委員会特
別賞受賞。

画像提供：東京大学中須賀・船瀬・五十里研究室

長周期彗星探査機
Comet Interceptor

〇欧州宇宙機関（ESA）とJAXAの共同
ミッション。1機の探査機の開発を

当社が担当。

〇太陽-地球系ラグランジュ点に待機
し、観測対象の彗星を発見し次第
接近し、観測する高度なミッショ
ン。

小型・高性能
多様な

ミッション
低価格・量産

アークエッジ・スペース
衛星汎用シリーズ

将来的に

〇16Uサイズ CubeSat
〇50kg級 超小型衛星
〇100kg級 小型衛星

などへ、設計思想を踏襲しながら発展

成果を

相互に活用
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● これまで超小型衛星の開発・量産化を推進してきたが、今後は本格的な打上げ・利用フェーズに移行。

● 地球観測や位置情報などのサービス提供を可能とする多様な超小型衛星を開発し、新たな市場を開拓。

RWASAT-1
3U級のIoT衛星

OPTIMAL-1
3U級の

実証プラットフォーム

SPHERE-1 EYE
(ソニーグループの運用支援)

6U級の宇宙撮影用の衛星

6U衛星汎用バスシリーズ
6U級の量産型多目的衛星

Comet Interceptor
彗星探査衛星

VDES実証衛星
6U級の海洋状況把握用衛星

EQUULEUS（運用支援）
6U級の月近傍探査機

©東京大学

打上げ運用実績

2019年打上げ

2023年打上げ（放出）

2022年打上げ

2023年打上げ 2024年以降 複数機打上げ予定

2024年秋以降、順次7機打上げ

月測位衛星
月面活動向けの測位衛星

多波長リモートセンシング衛星
環境・農業向け多頻度観測衛星

打上げ運用実績

3U衛星 6U衛星

運用支援実績

運用支援実績

利活用フェーズへ

30-100kg級

開発中

100kg以上

2026年頃 複数機打上げ予定

2028年以降 打上げ予定 2027年以降 実証機打上げ予定

2029年 打上げ予定

VDES・海洋観測衛星
海洋向け通信、観測衛星

開発中 開発中

開発中
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開発中

アークエッジ・スペースの衛星シリーズ（開発・運用実績を含む）
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これまでの実績

2024年11月：宇宙戦略基金「月測位システム技術」の事業者として採択
（総額50億円）

2023年7月 ：JAXA「月測位システム技術実証機の要素試作試験等（そのイ）」
の委託先に選定

2022年10月：JAXA「月測位システム技術実証ミッションに関する概念検討
（そのイ）」の委託先に選定

2022年1月 ：JAXA「月面活動に向けた測位・通信技術開発に関する検討」
の委託先に選定

月面活動の基礎インフラとして、JAXAと連携し、先進的な月測位衛星システムを開発中。

〈地球〉

低軌道測位衛星システム（LEO PNT*）の開発へ

*LEO：Low Earth Orbit

PNT：Positioning（位置）, Navigation（航法）, Timing（時刻）

実証衛星初号機（開発中）

サイズ：50×50×50cm
重量 ：約100kg
打上げ：2028年以降予定

月測位衛星システムの経験を活用

・月圏でのGNSS*受信に基づく軌道/時刻決定と

オンボード時刻同期の実証
*GNSS:Global Navigation Satellite System（全地球航法衛星システム）

・月航法信号の評価

月測位衛星システム（LNSS）LNSS：Lunar Navigation Satellite System



● 2024年10月、当社はJAXAからLEO PNTに関するF/S検討の事業者として選定。

● 低軌道周回の超小型衛星コンステレーションにより、高強度・高精度の測位情報をグローバルに提供すべく

検討を進めていく予定。
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低軌道測位衛星システム（LEO-PNT）に関するF/S

名称：低軌道測位衛星システム（LEO PNT）に関するFeasibility Study（その１）

実施期間：2024年10月11日～2025年3月14日

実施項目：

地上や地球低軌道のユーザに対して位置・時刻情報を提供するLEO-PNTに関し、以下の調査検討を実施。

●低軌道測位衛星システム（LEO-PNT）

●衛星コンステレーションのトレードオフ評価

●LEOに配備する測位衛星の機上（オンボード）でのGNSS航法及び測位信号生成評価

●測位信号の信号形式及び使用する周波数帯に関する評価

●LEO PNT実証ミッションの概念設計（ミッションコンセプトの提案、衛星設計、軌道設計、衛星機数の評価等）等

(前提仕様)

● LEO PNTコンステレーションの高度は900～1200km

● 測位衛星総数 500機程度まで

● SISE（衛星の軌道上位置に起因する測位精度）20cm 等
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低軌道衛星測位（LEO-PNT）が求められる背景

出典：
https://www.thesun.co.uk/news/16820020/putin-star-warrior-
missile-russia-nato/

出典：
https://www.news.com.au/world/europe/russia-weapon-could-
destroy-nato-satellites-and-cripple-missile-systems/news-
story/86888a0a78d86f7ca2f47223540b59c5

〇2021年11月、ロシアは新型兵器「Space Warrior」による衛星破壊（ASAT）実験を実施。

〇複数のマスメディアの報道によれば、ロシア国営テレビは、NATOが一線を超えた場合に

この新しい衛星攻撃技術で32基のGPS衛星を爆破できると警告している。

ロシアの衛星破壊兵器「Space Warrior」の概要



低軌道衛星測位（LEO-PNT）が求められる背景

GNSSに対するジャミングやスプーフィン
グによる民間航空機へのリスクが生起

GNSSに対するジャミングによる船舶航
行へのリスクが生起

東シナ海や南シナ海に
おける脅威

競技会の中断

農業、鉱業への影響

GNSS地上設備への
ハッキングは日々生起

時刻情報中断による
世界経済への影響

引用：”A TIME AND A PLACE FOR RESILIENCE”, Builiding Resilience into Positioning, Navigation, and Timing Services  for Australia, FrontierSI, March 2024, Joshua Critchley-Marrows, et al. 
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低軌道衛星測位（LEO-PNT）が求められる背景

引用：INDO-PACIFIC DEFENSE FORUM 記事

〇2022年のウクライナ侵攻以降、特に欧州周辺ではＧＰＳ信号の妨害が急増。2024年4月には、フィンランド

の国営航空会社フィンエアーの航空便２機がＧＰＳ信号の妨害があったとして引き返す事態が発生。

〇南シナ海周辺でも、中国のジャミングやスプーフィングによって海上交通や航空交通が脅威に晒されている

との報道がある（下右写真はスビ礁に設置された中国の電子戦車両）。

https://www.bloomberg.co.jp/quote/FIA1S:FH
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既存GNSSの課題

引用：IALA GUIDELINE G1180
RESILIENT POSITION, NAVIGATION, AND TIMING (PNT), Edition 1.0（Dec 2023）

引用：「衛星測位に関する取組方針」（令和3年4月22日、内閣府宇宙開発戦略推進事務局）

＜信号の弱さ＞

〇 GNSS衛星は多く高度約20,000kmの軌道を回っており、地球表面に達するGNSSの

信号強度は極めて小さいため、当該信号は、基本的に各種干渉の影響を受けやすい。

〇 GNSSの脆弱性の最大の要因は、その信号強度の弱さ

＜機数の少なさと単一システム依存＞

〇 衛星攻撃（ASAT）の脅威が高まったことで、複数システムへのリスク分散が必要になった。

＜測位信号の秘匿性＞

〇 測位信号のコード内容が公開されていることが、偽の測位信号が生成される遠因。
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低軌道衛星測位（LEO-PNT）とは

高度
900km 
～1200km程度

高度２万km程度

＜構成例＞

高度 ：900～1200km程度

衛星数：200機～500機程度

衛星 ：数十kg～100kg程度

＜主な目的）＞

１．レジリエンス強化
（公共利用、重要インフラ時刻同期等）

２．測位サービスの強化
（高精度、低収束時間等）

３．新規サービスの創出
（自律走行車、ドローン制御等）

※諸外国で検討が進んでいるシステムを最大公約数的に要約したものであり、特定の主体の特定のシステムの概要を示すものではありません。

既存GNSS

(GPS, Galileo等)

既存GNSS
（QZSS等）

既存GNSS
測位信号

LEO-PNT
測位信号

LEO-PNT

原子時計

軌道決定

時刻同期

〇既存GNSSの測位信号の活用を
前提とした、補完的・補強的な
位置付けのものが主流

〇LEO-PNT衛星の構成を簡素化可能
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低軌道測位衛星システム（LEO-PNT）の特長

１．高強度

・LEO-PNTは、地表面からの高度が低い低軌道の衛星

システムであり、高強度の測位信号を配信可能。

・信号の減衰や妨害に強いため、より確実な測位情報の

利用が期待される。

２．短時間収束かつ高精度

・LEO-PNTは、地球上の受信機から衛星を見た視線方向

ベクトルの変化が大きいため、測位情報の収束時間が

短縮でき、マルチパスの影響緩和も期待される。

・技術的な検証は途上であるが、現在提案されているものでは

収束時間１分程度で測位精度20cm以下が達成できる

と説明しているものが複数存在する。

・次世代の高度自動化社会に資する新たな測位サービスへの

活用が期待される。（例：自律運転、ドローン自動制御、高精度農業等）

GNSS LEO PNT

低高度からの
信号照射により、

強い信号を配信

収束時間の短縮、
マルチパスの影響緩和

による高精度測位

GNSS
LEO PNT

高度2万km 高度900-1200kmなど

視線方向ベクトルの
変化が大きい
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低軌道測位衛星システム（LEO-PNT）の特長

MADOCA-PPPなどの
準天頂衛星の

サービスエリア拡大

３．グローバル

・LEO-PNTの衛星は、地球の低軌道を周回するため、

新たな測位サービスをグローバルに展開することが可能。

・準天頂衛星等を通じてリージョナルに提供されている

MADOCA-PPPなどの測位サービスの提供エリア拡大にも

寄与することが期待される。

４．レジリエンス強化

・LEO-PNTの衛星は、概ね200～500機程度の衛星で構成

されるため、軌道上の衛星に対する攻撃や妨害の標的

としづらい。

・基本的に既存GNSSの測位信号を補完、補強することが

目的であり、既存GNSSとは軌道高度や衛星構成も異なる

システムが並存することで、単一システムへの依存度を

引き下げ、リスクを分散できる。

LEO-PNTのサービスエリアイメージ

引用：Space Development Agency: Setting the Pace for Defense Innovation | Microwave Journal

複合型システムの例（米国PWSA）

https://www.microwavejournal.com/articles/40360-space-development-agency-setting-the-pace-for-defense-innovation
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米国政府の政策的対応①

〇米国では衛星測位システムの脆弱性が大統領府以下政府レベルで強く認識されている。

〇2020年2月に発出された大統領令では、クリティカルインフラストラクチャに対して、脆弱性の特定、GPS 以外の
追加的なPNTサービスの確保に向けた対策を政府機関や運用者に求めている。これを受けて策定された各府省の政策
文書では、Alternative PNTの研究開発支援や利用促進を行う政策が打ち出されている。

〇こうした中、米宇宙軍等からの資金交付や連携により、LEO-PNTの開発を進める民間企業が現れている。

Presidential Executive Order

米大統領令
（2020年2月）

米運輸省文書
（2021年1月）

米大統領府文書
（2021年8月）

米国土安全保障省文書
（2022年4月改訂）
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米国政府の政策的対応②

■PNTサービスの責任ある利用を通じた国土強靭化に関する米大統領令（2020年2月）

目的：重要インフラの管理者に「PNTサービスの責任ある利用」を求めるもの
・PNTプロファイルの作成、PNT依存サービスの特定（1年以内、商務省）
・PNT脆弱性テストの実施（１年以内、国土安保省）
・重要インフラにおける「責任ある利用」に向けた評価プランの策定

（180日以内、米国科技庁）
・冗長性、安全性を強化する追加的なPNTサービスの開発・実証に向けた

複数のPNTサービス統合も含む国家プランの作成（１年以内、米国科技庁） 等

■PNTサービスの強靭化に向けた国家研究開発計画（米大統領府国家科学技術委員会、2021年8月）

政府方針として低軌道衛星コンステレーションも含む追加的PNTサービスの研究開発支援を明記

2.2 Develop and improve external sources of additional PNT services

Agencies should support research to develop and improve additional PNT sources so that they 
can be evaluated and deployed as part of a resilient next-generation PNT architecture. Research in 
sources of additional PNT should include a diverse range of characteristics, including: local, 
regional, and global coverage, with additional considerations for Low Earth Orbit 
constellations; coverage and applications; …
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欧州の政策的対応（European Radio Navigation Plan 2023）

【参考】European Radio Navigation Plan 2023（ERNP23） における関連記述

出典：European Radio Navigation Plan 2023,  European Commission（2023）
https://joint-research-centre.ec.europa.eu/document/download/c4574d45-a940-406c-b6ba-a65ea9289317_en?filename=ERNP-2023_EN_101.pdf （2024/12/2閲覧）

4 VISION for the EU PNT（P79から抜粋）
From the PNT systems' architecture point of view, the EU PNT ecosystem will become a 
System of PNT systems, with a combination of GNSS, conventional and emerging PNT 
services, all synchronised to UTC(k): 

(中略)

2. Emerging PNT services, which can provide Alternative-PNT services, independent from 
GNSS, will continue to develop and more of them will achieve maturity and become 
commercially available, addressing the needs of the specific markets (e.g., indoors), or acting 
as a backup of GNSS services notably for the time provision to critical infrastructures. 
The EU recommends developing cross-sectorial Alternative-PNT solutions.

(中略)

As a conclusion, due to the integral role of PNT in the well-functioning of the EU economy and 
society RESILIENT PNT is paramount. Underpinned by GNSS, PNT services need to be 
diverse and incorporate a holistic mix of technologies, terrestrial and space-based, since 
no single technology, even GNSS, will deliver sufficient resilience for critical users of PNT 
information. Resilient PNT will also require an efficient monitoring system, including for 
GNSS RFI and the necessary coordination procedures between GNSS providers, RFI agencies 
and governments.

〇欧州連合は、Radio Naviagation Plan 2023において、既存GNSSと新興PNTの組み合わせにより、強靭性の高い
測位サービスの実現を目指すことを掲げている。単一システムへの依存を避け、複数の技術システムの包括的に
組み合わせによる解決の重要性を強調している。

〇本計画文書の中で、新興PNTの一つとしてLEO-PNTの可能性に言及されている。

既存GNSSと新興PNTの融合

既存GNSSからの独立性と、
既存GNSSのバックアップの

両方の観点への言及

強靭なＰＮＴシステム
の重要性と、それが多
様なシステムの融合に
より実現されることの
重要性の説明

新興技術
としての
LEO衛星
の位置付け
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欧州の動向（欧州宇宙機関: Future NAVプログラム）

出典：
https://www.esa.int/ESA_Multimedia/Images/2024/03/Discover_LEO-PNT
https://www.esa.int/Applications/Satellite_navigation/Industry_invited_to_bid_for_low-
Earth_orbit_satnav_demo

〇「Future NAV」は欧州宇宙機関（ESA）の衛星測位システムに係る研究開発プログラム。
本年3月、欧州宇宙機関（ESA）は、LEO-PNT実証のため２つの企業コンソーシアムを採択。

〇 スピード感が非常に重視されており、初号機は契約から20ヶ月以内（2025年11月まで）に打上げる
とともに、実証衛星計10機の打上げを2027年までに完了することが求められている。

契約額 各契約それぞれ €78.4million（約125億円）

契約者 ①GMV Aerospace and Defence S.A.U.（西）
OHB System AG（独）

②Thales Alenia Space France S.A.S（仏）
Thales Alenia Space SPA（伊）

実施内容 Galileoを始めとするGNSSシステムと多層的に
連携し、有効に動作することの利点を実証

初号機：2025年11月まで（20か月以内）計２機
実証機：2027年まで 計10機

その他、5G/6G衛星通信との相互運用実証や、Gallileo
及び EGNOS（欧州向け航空用衛星航法補強システム）
の監視機能も実証予定。

想定用途 期待される効果は、迅速な位置特定、精度向上、レジ
リエンス強化、信号浸透性向上。
既存GNSSと連携して、自動車、自律走行、鉄道、海
運などの輸送、重要インフラ、モバイル デバイス、資
産追跡、屋内測位など

ESAは、LEO-PNT衛星は、
中軌道のGallileoの測位信号を

中継・再配信するため、より小
型で簡素なシステムで実現でき

ると説明している。
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諸外国で検討中のLEO-PNT（概要まとめ）

米国 欧州 中国

宇宙開発庁
（SDA）

Xona Space
Systems社

TrustPoint社
（ESA:FutureNAV）

GMV社＋OHV社
（ESA:FutureNAV）

Thales Alenia社
（仏:宇宙復興計画）

Sylinks社
衛星網絡集団
未来航法

吉利
(Geespace)

衛星機数
（実証）

2028年頃
（トランシェ３）

打上げ済 １機
2025年 32機

打上げ済 2機
2025年 1機 ×２社（計２機）
2027年 5機 ×２社（計10機）

1機
2025年
168機

打上げ済 30機
2025年 72機

衛星機数
（商用）

将来
200機程度

将来
258機

将来
288機

（N/A） （N/A） （N/A）
2027年
504機

将来
240機

軌道高度 （N/A） 1080km 等 550km 等 550km 等 （N/A）
1150km
～1175km

（N/A）

周波数 （N/A） 主に L帯
（一部C帯も検討）

主にC帯
（一部S帯も検討）

L帯, S帯, C帯
（＋UHF帯等）

（N/A） L帯 （N/A）

特記
事項

・PWSA構想の一
環。３段階目であ
るトランシェ３で
低遅延通信等とと
もに、PNTの機能
が実装される計画。
・2025年に調達プ
ロセスが開始され、
2028年頃に複数の
衛星が実装される
見込み。

・小型衛星の設計、
製造、運用では
Aerospacelab社と
戦略的パートナー
シップを締結
・R-GPSプログラ
ムに採択された
Astranis社と8百万
ドル=約12億円の
契約締結を発表
（本年11月）

・2021年に200万
ドルの資金調達
・米国宇宙軍
SpaceWERXと総額
380百万ドル＝570
億円の契約を締結
（本年8月）

・ESAのFutureNAVプログラムはLEO-
PNTで２社を採択（本年３月、予算規模は
各社7800万ユーロ= 約125億円）
・最初の衛星打上げは契約から20か月以内
・5G/6G 通信との相互運用性も実証

・フランス宇宙復興
計画に基づくプロジ
ェクトであり、クリ
ティカルインフラ向
けの時刻同期機能に
特化。実証衛星は
6U級。
・主幹事のSylinks
社を筆頭に、衛星開
発はU-Space 社、小
型アンテナは
Anywaves社、衛星
コンポはComat社の
連携で進めている。

・衛星網絡集団は
中国版スターリン
クも構築している
中国政府系会社
・未来航法は中国
北京の企業
・SATNET計画によ
り両社は北斗の抗
たん性強化のため
LEO衛星の活用を

推進

・中国の自動車メ
ーカー（中国政府
との緊密な関係で
も知られる）によ
るプロジェクト
・自動走行車、自
律型ドローンの制
御や物流管理など
を主な目的として
掲げている。

第１世代は初期技
術実証用12U級。
第２世代はより本
格的な機能を持つ
70kg級の見込み。

（N/A）

引用：各種公表情報を元にアークエッジ・スペース作成
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LEO-PNT実現に向けた今後の課題

＜技術面での課題＞

・性能と経済性のバランスがとれた最適なコンステレーション設計（衛星機数と配置の最適化）

・高精度測位の前提となる、LEO-PNT衛星の高精度な軌道時刻決定手法の開発

・GNSSより複雑な高精度軌道エフェメリスに関する検討

・電離層の影響を考慮した高度な大気モデリングに関する反映（太陽活動の影響によっても変化）

・高い衛星スイッチング頻度に対応する地上側端末の開発、多数衛星に対応する衛星運用手法の確立

・複数の実証衛星を用いた測位精度や信頼性に関するユーザー評価（自律走行車、ドローン制御など）
（例えば、自律走行車で30分程度の連続走行実証を行うためには、10機程度の衛星を配置する必要がある）

等

＜制度・ルール面での課題＞

・LEO-PNT向けの周波数を確保するための国際的な周波数調整活動（C帯、S帯、L帯 等）

・LEO-PNT向けの新たな測位信号フォーマット定義や相互運用性確保等に関する国際協調

等
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まとめ

＜米国、欧州＞

〇欧米政府では、既存GNSSの脆弱性が強く認識されている。

①信号強度の弱さ、②機数の少なさと単一システム依存、③測位信号の秘匿性に起因

〇既存GNSSの脆弱性を克服し、重要インフラのレジリエンスを強化する一つの方策として、

LEO-PNTへの関心が高まっている。LEO-PNTの高精度かつ低収束時間といった特長から、

自動走行等の新たな測位サービスの実現という観点からも期待されている。

〇LEO-PNTの技術的実現性、有用性の実証に向けて、極めてスピード感が重視されている。

既に数百億円規模の政府予算が措置され、この半年で相次いで実施事業者が採択された。

2027、28年頃までに10機程度の実証衛星の打ち上げ、軌道上実証が計画されている。

＜中国＞

〇中国では、政府系企業を中心に、LEO-PNTのコンステレーション計画が急速に進展している。

衛星測位に関する国際ルール形成の場でも、活発な活動が見られ、強い存在感を示している。



”衛星により、人類が活動する時空間の大半で繋がれる世界を実現する。”
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